
 

【表紙】  

【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 2020年11月13日

【四半期会計期間】 第39期第２四半期(自 2020年７月１日 至 2020年９月30日)

【会社名】 レック株式会社

【英訳名】 LEC,INC.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長   永 守 貴 樹

【本店の所在の場所】 東京都中央区京橋二丁目１番３号

【電話番号】 03―3527―2150

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員経理部長   増 田 英 生

【最寄りの連絡場所】 東京都中央区京橋二丁目１番３号

【電話番号】 03―3527―2150

【事務連絡者氏名】 取締役執行役員経理部長   増 田 英 生

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

(東京都中央区日本橋兜町２番１号)
 

 

EDINET提出書類

レック株式会社(E02444)

四半期報告書

 1/21



第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第38期

第２四半期
連結累計期間

第39期
第２四半期
連結累計期間

第38期

会計期間
自 2019年４月１日
至 2019年９月30日

自 2020年４月１日
至 2020年９月30日

自 2019年４月１日
至 2020年３月31日

売上高 (百万円) 23,330 25,563 48,211

経常利益 (百万円) 2,375 3,598 4,250

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(百万円) 1,588 1,909 2,519

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 1,291 2,410 2,390

純資産額 (百万円) 30,371 31,926 31,203

総資産額 (百万円) 55,419 66,577 65,456

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 44.99 55.92 71.37

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) 44.33 55.18 70.31

自己資本比率 (％) 53.2 46.3 46.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 1,904 2,779 6,962

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,661 △3,373 △10,281

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 58 △2,242 8,423

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 8,981 11,902 14,777
 

 

回次
第38期

第２四半期
連結会計期間

第39期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年７月１日
至 2019年９月30日

自 2020年７月１日
至 2020年９月30日

１株当たり四半期純利益 (円) 25.75 20.94
 

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期

(当期)純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益の算定上、期中平均株式数の計算において

控除する自己株式に含めております。

３ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に重

要な変更はありません。

また、当第２四半期連結累計期間において、当社の連結子会社でありました寧波利克化工有限公司の全出資持分を

譲渡したため連結の範囲から除外しております。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

　

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緊急事態宣言こそ解除されましたが、新型コロナウイルス感

染症は依然として世界的に拡大しており、極めて厳しい状況が続いております。

当グループの属する日用品業界におきましては、外出自粛・移動制限が解除されたことから最悪期は脱し、個人

消費は持ち直しつつはあるものの、雇用・所得環境の悪化等により、経営環境は厳しい状況で推移いたしました。

このような環境の中、当グループでは、従業員及びその家族の健康のため、在宅勤務等の感染防止対策を図りつ

つ、コスメ関連製品、殺虫剤・虫除け製品及び衛生用品等の開発に注力するとともに、感染症対策品としてお客様

の需要が高い「バルサン」ブランド製品や清掃・衛生消耗品等の増産・安定供給に努めてまいりました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、新型コロナウイルス感染対策として「バルサン」ブランド

の新製品であるウイルス除去商品をはじめとする衛生関連商品や巣籠り需要により家庭内の時間を快適に過ごすた

めの清掃用品等の販売が堅調に推移したこと、前連結会計年度第３四半期より連結対象となった㈱エフトイズ・コ

ンフェクトの売上高が新たに加わったこと等から255億63百万円(前年同期比9.6％増)となりました。利益につきま

しては、衛生用品等の増産により製造工場の生産性が向上したこと等から営業利益は35億27百万円(前年同期比

56.5％増)、経常利益は35億98百万円(前年同期比51.5％増)となりましたが、火災による災害損失を計上したこと等

から親会社株主に帰属する四半期純利益は19億9百万円(前年同期比20.2％増)となりました。

当グループの事業は、「日用雑貨衣料品事業」の単一セグメントであるため、セグメントごとの業績の記載を省

略しております。

 

(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末における総資産は前連結会計年度末に比べ11億20百万円増加し、665億77百万円とな

りました。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ20億71百万円減少し、424億29百万円となりました。主な増加は、未収入金

の増加をはじめとするその他の増加14億63百万円であり、主な減少は、現金及び預金の減少38億74百万円でありま

す。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ31億92百万円増加し、241億47百万円となりました。これは主に、有形固定

資産の増加27億81百万円によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ3億97百万円増加し、346億50百万円となりました。

流動負債は、前連結会計年度末に比べ18億18百万円減少し、63億15百万円となりました。これは主に、1年内返済

予定の長期借入金の減少25億円によるものであります。

固定負債は、前連結会計年度末に比べ22億15百万円増加し、283億34百万円となりました。これは主に、長期借入

金の増加22億50百万円によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ7億23百万円増加し、319億26百万円となりました。主な増加は、利益剰余金

の増加15億97百万円であり、主な減少は、自己株式の取得等に伴う自己株式の増加14億17百万円であります。
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下、「資金」という。)は、前連結会計年度末に比

べ28億74百万円減少し、119億2百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動により増加した資金は27億79百万円(前年同期は19億4百万円の増加)となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益30億69百万円、減価償却費10億円及び災害による損失8億20百万円による増加と、その

他の流動資産の増加額15億67百万円、法人税等の支払額9億44百万円及びたな卸資産の増加額5億36百万円によ

る減少であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は33億73百万円(前年同期は26億61百万円の減少)となりました。これは主に、

定期預金の純減少額9億99百万円による増加と、有形固定資産の取得による支出44億21百万円による減少であり

ます。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により減少した資金は22億42百万円(前年同期は58百万円の増加)となりました。これは主に、自己

株式の取得による支出16億43百万円及び配当金の支払額3億8百万円による減少であります。

 
(4) 会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況

の分析」中の重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。
 

(5) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当グループの優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(6) 財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

当第２四半期連結累計期間において、当グループの財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基

本方針に重要な変更はありません。

 
(7) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における当グループの研究開発費の総額は6億45百万円となりました。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、2020年７月17日開催の取締役会において、当社の連結子会社である寧波利克化工有限公司の全出資持分を

譲渡することを決議いたしました。

(1) 目的

 2012年１月に寧波利克化工有限公司を設立し、コスト競争力のある日用品の製造に努めてまいりましたが、人

件費の上昇や生産性の低下等により、当該子会社は業績の低迷が続いており、当グループ全体の経営効率化及び

収益力の向上を図るため、当社が保有する当該子会社の全出資持分について譲渡することといたしました。

(2) 譲渡相手の名称

寧波新明化工有限公司

(3) 譲渡の時期

2020年９月30日

(4) 当該子会社の名称、事業内容及び会社との取引内容

名称             寧波利克化工有限公司

事業内容         日用品の製造販売

取引内容         当社製品の製造販売

(5) 譲渡する持分の金額及び譲渡後の持分比率

譲渡する持分の金額 56,850千人民元

譲渡後の持分比率       ―

 (注) 譲渡価額につきましては、持分譲渡相手先の意向を踏まえ開示を差し控えさせていただきます。なお、当

該価額は、2020年３月31日現在における推定財務諸表及び持分譲渡相手先の状況を勘案し、双方の交渉に

より決定いたしました。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 115,565,360

計 115,565,360
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末

現在発行数(株)
(2020年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 38,165,340 38,165,340
 東京証券取引所
 市場第一部

単元株式数は100株であり
ます。

計 38,165,340 38,165,340 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

2020年７月１日～
2020年９月30日

─ 38,165 ─ 5,491 ─ 6,949
 

 

EDINET提出書類

レック株式会社(E02444)

四半期報告書

 6/21



 

(5) 【大株主の状況】

  2020年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
(自己株式を
除く。)の

総数に対する
所有株式数
の割合(％)

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社(信託口)

東京都港区浜松町２丁目11番３号 2,224 6.32

青 木 光 男 東京都中央区 2,195 6.24

永 守 貴 樹 京都府京都市西京区 2,000 5.68

株式会社エスエヌ興産
京都府京都市中京区烏丸通二条下る秋野々町
518番地

2,000 5.68

株式会社日本カストディ銀行
(信託口)

東京都中央区晴海１丁目８―12 1,920 5.46

福山通運株式会社 広島県福山市東深津町４丁目20―１ 1,896 5.39

渡 邉 憲 一 静岡県藤枝市 1,573 4.47

高 林     滋 静岡県周智郡森町 1,200 3.41

THE BANK OF NEW YORK -
JASDECTREATY ACCOUNT
(常任代理人 株式会社みずほ銀
行決済営業部) 

AVENUE DES ARTS 35 KUNSTLAAN,
1040 BRUSSELS,BELGIUM
(東京都港区港南２丁目15―１ 品川インター
シティＡ棟) 

967 2.75

株式会社日本カストディ銀行
信託Ｅ口)

東京都中央区晴海１丁目８番12号 947 2.69

計 ― 16,925 48.13
 

(注) １ 株式給付信託の導入に伴い、㈱日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が信託財産として当社株式947千株を所有し

ております。

２ 2020年４月23日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書(変更報告書)において、ダルトン・インベス

トメンツ・エルエルシーが2020年４月20日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当

社として2020年９月30日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含め

ておりません。なお、その大量保有報告書(変更報告書)の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

ダルトン・インベスト
メンツ・エルエルシー

1601 Cloverfield Blvd., Suite 5050N,
Santa Monica, CA 90404, USA

4,541 11.90
 

３ 2020年10月７日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書(変更報告書)において、株式会社みずほ銀行

及びその共同保有者であるみずほ信託銀行株式会社、アセットマネジメントОｎｅ株式会社が2020年９月30

日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2020年９月30日現在における実

質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。なお、その大量保有報告

書(変更報告書)の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

(千株)
株券等保有割合

(％)

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区大手町一丁目５番５号 100 0.26

みずほ信託銀行
株式会社

東京都中央区八重洲一丁目２番１号 947 2.48

アセットマネジメント
Оｎｅ株式会社

東京都千代田区丸の内一丁目８番２号 651 1.71
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

 2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式
(自己株式等)

― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式
(自己株式等)

(自己保有株式)
― ―

普通株式 3,003,800

完全議決権株式(その他) 普通株式 35,157,700 351,577 ―

単元未満株式 普通株式 3,840 ― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数
 

38,165,340 ― ―

総株主の議決権 ― 351,577 ―
 

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、株式給付信託の導入に伴い、信託財産として㈱日本カスト

ディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株式947,800株(議決権9,478個)が含まれております。

２ 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式47株が含まれております。

 
② 【自己株式等】

  2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
レック株式会社

東京都中央区京橋
二丁目１番３号

3,003,800 ― 3,003,800 7.87

計 ― 3,003,800 ― 3,003,800 7.87
 

(注) 株式給付信託の導入に伴い、信託財産として㈱日本カストディ銀行(信託Ｅ口)が所有する当社株式947,800株は

上記自己名義所有株式数には含まれておりません。

 
２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(2020年７月１日から2020年

９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(2020年４月１日から2020年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 28,505 24,630

  受取手形及び売掛金 8,459 8,293

  商品及び製品 4,514 4,933

  仕掛品 357 339

  原材料及び貯蔵品 1,711 1,828

  その他 1,021 2,484

  貸倒引当金 △69 △82

  流動資産合計 44,501 42,429

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 4,183 5,485

   その他（純額） 11,178 12,657

   有形固定資産合計 15,361 18,143

  無形固定資産   

   のれん 599 500

   その他 306 352

   無形固定資産合計 906 852

  投資その他の資産   

   投資有価証券 3,399 4,320

   その他 1,287 832

   貸倒引当金 △0 △1

   投資その他の資産合計 4,687 5,151

  固定資産合計 20,954 24,147

 資産合計 65,456 66,577
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,842 2,111

  短期借入金 192 190

  1年内返済予定の長期借入金 2,500 ―

  未払法人税等 1,007 1,044

  賞与引当金 379 349

  災害損失引当金 ― 85

  その他 2,211 2,534

  流動負債合計 8,134 6,315

 固定負債   

  長期借入金 24,500 26,750

  株式給付引当金 172 194

  退職給付に係る負債 395 378

  資産除去債務 36 36

  その他 1,014 974

  固定負債合計 26,119 28,334

 負債合計 34,253 34,650

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 5,491 5,491

  資本剰余金 7,040 7,161

  利益剰余金 17,107 18,705

  自己株式 △1,007 △2,425

  株主資本合計 28,632 28,933

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 905 1,569

  繰延ヘッジ損益 168 35

  為替換算調整勘定 494 320

  退職給付に係る調整累計額 △27 △27

  その他の包括利益累計額合計 1,541 1,897

 新株予約権 319 240

 非支配株主持分 710 854

 純資産合計 31,203 31,926

負債純資産合計 65,456 66,577
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

売上高 23,330 25,563

売上原価 15,284 15,703

売上総利益 8,045 9,859

販売費及び一般管理費 ※１  5,791 ※１  6,332

営業利益 2,253 3,527

営業外収益   

 受取利息 10 5

 受取配当金 30 30

 為替差益 12 ―

 業務受託料 56 22

 その他 54 100

 営業外収益合計 164 159

営業外費用   

 支払利息 40 46

 持分法による投資損失 ― 9

 為替差損 ― 17

 その他 2 15

 営業外費用合計 43 88

経常利益 2,375 3,598

特別利益   

 関係会社出資金売却益 ― 262

 為替換算調整勘定取崩益 ― 115

 特別利益合計 ― 377

特別損失   

 災害による損失 ― 820

 固定資産除却損 4 0

 災害損失引当金繰入額 ― 85

 特別損失合計 4 906

税金等調整前四半期純利益 2,370 3,069

法人税、住民税及び事業税 766 976

法人税等調整額 △83 38

法人税等合計 683 1,015

四半期純利益 1,687 2,054

非支配株主に帰属する四半期純利益 98 144

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,588 1,909
 

EDINET提出書類

レック株式会社(E02444)

四半期報告書

12/21



【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

四半期純利益 1,687 2,054

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △357 663

 繰延ヘッジ損益 45 △134

 為替換算調整勘定 △80 △173

 退職給付に係る調整額 △3 △0

 その他の包括利益合計 △396 355

四半期包括利益 1,291 2,410

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 1,191 2,265

 非支配株主に係る四半期包括利益 99 144
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(3) 【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

 税金等調整前四半期純利益 2,370 3,069

 減価償却費 1,079 1,000

 のれん償却額 95 99

 株式報酬費用 ― 69

 貸倒引当金の増減額（△は減少） 29 13

 賞与引当金の増減額（△は減少） 32 △30

 退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △7 △17

 災害損失引当金の増減額（△は減少） ― 85

 株式給付引当金の増減額（△は減少） 30 22

 受取利息及び受取配当金 △41 △36

 支払利息 40 46

 為替差損益（△は益） 8 14

 為替換算調整勘定取崩益 ― △115

 関係会社出資金売却損益（△は益） ― △262

 災害による損失 ― 820

 売上債権の増減額（△は増加） △476 144

 たな卸資産の増減額（△は増加） △973 △536

 その他の流動資産の増減額（△は増加） △7 △1,567

 仕入債務の増減額（△は減少） △55 280

 その他の流動負債の増減額（△は減少） △58 150

 その他 41 461

 小計 2,108 3,714

 利息及び配当金の受取額 47 40

 利息の支払額 △36 △42

 法人税等の支払額 △352 △944

 保険金の受取額 138 ―

 その他 0 11

 営業活動によるキャッシュ・フロー 1,904 2,779

投資活動によるキャッシュ・フロー   

 定期預金の預入による支出 △8,227 △13,212

 定期預金の払戻による収入 8,227 14,212

 有形固定資産の取得による支出 △2,710 △4,421

 無形固定資産の取得による支出 △45 △72

 投資有価証券の取得による支出 △6 △6

 その他 101 126

 投資活動によるキャッシュ・フロー △2,661 △3,373
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           (単位：百万円)

          前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

 短期借入れによる収入 4,208 2,391

 短期借入金の返済による支出 △3,124 △2,391

 長期借入れによる収入 1,000 2,250

 長期借入金の返済による支出 △1,650 △2,500

 ファイナンス・リース債務の返済による支出 △30 △39

 自己株式の取得による支出 ― △1,643

 配当金の支払額 △343 △308

 その他 ― 0

 財務活動によるキャッシュ・フロー 58 △2,242

現金及び現金同等物に係る換算差額 △57 △38

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △754 △2,874

現金及び現金同等物の期首残高 9,736 14,777

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１  8,981 ※１  11,902
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【注記事項】

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(連結の範囲の重要な変更)

当第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社でありました寧波利克化工有限公司の全出資持分を譲渡

したため連結の範囲から除外しております。

 

(追加情報)

(従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引について)

当社は、従業員への福利厚生を目的として、従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っており

ます。

 ① 取引の概要

当社は、2013年８月29日開催の取締役会において、従業員に対する新しい報酬制度として退職時に当社

株式に交換可能なポイントを付与し、株価や業績との連動性をより高め、社員の意欲や士気を高めること

を目的に、株式給付信託を導入することを決議いたしました。

この導入に伴い、2013年９月17日付で資産管理サービス信託銀行㈱(信託Ｅ口)(現㈱日本カストディ銀行

(信託Ｅ口))が当社株式262千株(株式分割後1,048千株)を取得しております。

 ② 信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額(付随費用の金額を除く。)により、純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度291百万円、981

千株、当第２四半期連結会計期間末281百万円、947千株であります。

なお、2017年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で、2018年10月１日付で普通株式１株につき

２株の割合で株式分割を行っております。

 
(四半期連結損益計算書関係)

※１ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

賞与引当金繰入額 217百万円 223百万円

退職給付費用 87百万円 73百万円

株式給付引当金繰入額 32百万円 32百万円

貸倒引当金繰入額 29百万円 13百万円

給料及び手当 1,392百万円 1,474百万円

荷造運搬費 1,252百万円 1,493百万円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次のとお

りであります。

 

 
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

現金及び預金 17,709百万円 24,630百万円

預入期間が３ヶ月を超える
定期預金

△8,727百万円 △12,727百万円

現金及び現金同等物 8,981百万円 11,902百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 2019年４月１日 至 2019年９月30日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年５月10日
取締役会

普通株式 利益剰余金 344 9.5 2019年３月31日 2019年６月５日
 

(注) 2019年５月10日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金9百

万円が含まれております。

 

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2019年11月７日
取締役会

普通株式 利益剰余金 308 8.5 2019年９月30日 2019年12月４日
 

(注) 2019年11月７日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金8百

万円が含まれております。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 2020年４月１日 至 2020年９月30日)

１ 配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年５月14日
取締役会

普通株式 利益剰余金 308 8.5 2020年３月31日 2020年６月５日
 

(注) 2020年５月14日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金8百

万円が含まれております。

 

２ 基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日

後となるもの

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2020年11月６日
取締役会

普通株式 利益剰余金 597 17.0 2020年９月30日 2020年12月２日
 

(注) 2020年11月６日取締役会決議による配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金16百

万円が含まれております。

 
３ 株主資本の著しい変動

当社は、2020年４月17日開催の取締役会決議に基づき、自己株式1,425,600株の取得を行っております。この結

果、当第２四半期連結累計期間において、自己株式が1,643百万円増加し、当第２四半期連結会計期間末において

自己株式が2,425百万円となっております。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当グループは、日用品の企画・製造・販売を主な内容として事業活動を展開しており、「日用雑貨衣料品事業」の

単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

 

項目
前第２四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益 44円99銭 55円92銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益(百万円) 1,588 1,909

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
 四半期純利益(百万円)

1,588 1,909

普通株式の期中平均株式数(千株) 35,301 34,144

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 44円33銭 55円18銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(百万円) ― ―

普通株式増加数(千株) 530 458

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 株主資本において自己株式として計上されている株式給付信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利

益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含

めております。

１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上、控除した当該自己株式の期中平

均株式数は前第２四半期連結累計期間は982千株であり、当第２四半期連結累計期間は972千株であります。

 
２ 【その他】

2020年11月６日開催の取締役会において、2020年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、

次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

 (1) 配当金の総額 597百万円

 (2) １株当たりの金額 17.0円

 (3) 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 2020年12月２日
 

  (注) 配当金の総額には、株式給付信託が保有する自社の株式に対する配当金16百万円が含まれております。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年11月12日

レック株式会社

 取締役会 御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員    
 

公認会計士 中   村   憲   一 印 
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員    
 

公認会計士 石   川   資   樹 印 
 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているレック株式会社

の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（2020年７月１日から2020年９月

30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計

算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、レック株式会社及び連結子会社の2020年９月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
その他の事項

会社の2020年３月31日をもって終了した前連結会計年度の第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間に係

る四半期連結財務諸表並びに前連結会計年度の連結財務諸表は、それぞれ、前任監査人によって四半期レビュー及び監

査が実施されている。前任監査人は、当該四半期連結財務諸表に対して2019年11月14日付けで無限定の結論を表明して

おり、また、当該連結財務諸表に対して2020年６月26日付けで無限定適正意見を表明している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
　

以　上

 
 

(注)１ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

   ２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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